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平成２３年度－第８回（定例・臨時）－
教 育 委 員 会 会 議 録

午前開 会 平成２３年 ８月 ８日 ２時３０分午後午前閉 会 平成２３年 ８月 ８日 ３時１９分午後会 議 場 所 教育委員室濵上和康 出 平田静太朗 出 藤岡庄司 出委 員 出 欠 松村佳子 出 花山院弘匡 出 冨岡將人 出議事録署名 教 育 委 員 長委 員 教育委員長職務代理者 奈良県教育委員会事務局書 記 企画管理室
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議 案 及 び 議 事 内 容 結果次 第議決事項１ 平成２３年度奈良県教育委員会の点検・評価基礎資料について 可 決議決事項２ 平成２３・２４年度奈良県就学指導委員会委員の委嘱（任命）につい 可 決て（秘密会）議決事項３ 奈良県文化財保護指導委員の委嘱について（秘密会） 可 決○委員長 「議決事項２の『平成２３・２４年度奈良県就学指導委員会委員の委 可 決嘱（任命） 』、議決事項３の『奈良県文化財保護指導委員の委嘱 』につきましては、人事に関することから、秘密会において審議すべきものと考えます。委員のみなさまにお諮りします。いかがでしょうか。」※ 各委員一致で可決議決事項１ 平成２３年度奈良県教育委員会の点検・評価基礎資料について○委員長 「議決事項１について説明願います。」○教育長 「奈良県教育委員会点検・評価実施要領に基づき実施する、平成２３年度における県教育委員会の事務の管理及び執行状況の点検・評価に関する基礎資料がまとまりましたので、教育次長より説明します。」○教育次長 ・・・資料に基づき説明・・・○委員長 「ただいまの件につきまして、ご意見、ご質問はございませんか。」○平田委員 「前年度と比較して指摘箇所はどのようであったのか。」○教育次長 「平成２２年度は平成２１年度の活動状況に意見があった。個々の施策分野ではなく総括的に意見をいただいた。教育委員会会議の会議録の公開についても意見があり、現在は、県教育委員会のホームページで公開している。」○教育長 「この資料は教育委員会の活動と施策の資料であるが、来年度からは評価委員の意見がまとまった段階で議事としたい。平成１９年度から平成２１年度までの３年分はこのようにしてきたが、評価委員に資料を示
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議 案 及 び 議 事 内 容 結果し意見をもらったのちに議決をいただきたい。同じ内容の資料で委員会に２回議決をいただくのはどうかと思う。どんな意見が出ているのかを含めて説明したい。」○松村委員 「１５ページの『教員の資質向上』と１ページの『学習意欲を向上させる事業・指導の実施』について、目標の現状に同じ内容が記載されているがその理由は。」○教育次長 「検証もあるが、教員の資質の成果として同じ資料を使っている。」○教職員課長「対比して出したいので、このようにしている。問題提起のため出していて、課題をビジュアル化している。」○松村委員 「資質がいいかどうかということか。」○教育長 「奈良県の児童生徒は、成績がよいが勉強は好きでない。その問題をつなぐものとして、この資料がある。学校の先生の責任かどうかということもある。問題提起である。」○藤岡委員 「１７ページの『学校教育の情報化推進』で目標の状況を見ると、県立学校の校務用コンピュータ整備率が下がっている。」○教育次長 「学校で使用するコンピュータには校務用と教育用があり、校務用は教員が使用するコンピュータである。平成２１年度に学校ＩＴ化予算で入れ替えた。教職員２人に対して１台の配備になっていて、古いものを整理していった。」○藤岡委員 「コンピュータは古くなると使えなくなる。ソフト代も高く、ウイルスソフトのバージョンアップも必要になってくる。」○教育次長 「機械の更新時にはソフトも更新している。その際、５年間の保守も入れていて、インターネットの環境整備も行っている。」○濵上委員 「校務用コンピュータ整備率は全国平均に比べて下回っている。このあたりの整備についてはどうか。」
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議 案 及 び 議 事 内 容 結果○教育次長 「校務用コンピュータの整備は必要だが、予算措置が必要なので今後努力していきたい。」○委員長 「他にご意見がないようですので、来年度から評価委員の意見がまとまった段階で議題とすることとし、この件について原案どおり議決してよろしいか。」※ 各委員一致で可決その他報告事項① 高等学校等における耐震対策工事等にかかる施工不良棟数について（学校支援課長）② 奈良県立高等学校教育課程編成の手引について （学校教育課長）③ 平成２２年度における生徒指導上の諸問題の状況について（生徒指導支援室長）④ 第１回小学生水泳教室及び第４５回奈良県小学生陸上競技記録会について（保健体育課長）⑤ 談山神社本殿床下発掘調査結果について （文化財保存課長）⑥ 第１２回「絵本ギャラリーin奈良」への参画について（教育研究所副所長）


